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変化に富む自然の中でたくましさとやさしさを・・・

国道18号線沿いの塩尻小学校校庭隣リの赤い屋根が昭和36年、

塩尻保育関です。

42年に用築、現在 147名の園児が、周りの田園とすぐ固め前の太郎山の四季の変化に

日む ~~ 然の中 で 、 ふな ・ かに ・虫とリ、山登 1) にとたくまし く遊んでいます。

また、 l~ìl 児たちは昼寝の後全員で教主、 ローカの清掃を行い、床ヵ、光リ、 きれし、にな

ることを喜ぶやさしさもつちかっています。(塩尻保育園長)

園児数99~J で開国した

の
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で
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上岡市発展のため

全力で市政推進を図る

く9月定例市議会開く〉

え

本
日
ご
こ
に
、
昭
和
五
十
二
年
九
月

定
例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と

報

こ

ろ
、
議
以
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

広

公
私
と
も
ご
多
用
の
と
こ
ろ
ご
出
席
を

一

賜

わ
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

一

う
ご
ざ
い

ま
す
。

畑

町

本

定

例

会

誌

に

と

っ
て
任
期
最
後

間
酬

の
議
会
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が

議
就
任
以
米
四
年
間
、
議
員
各
位
か
ら
は

白
日
。
畑
明
竹
山
に
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
い

一

て
ま

い
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼

一

申

し

あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
私
は
、
こ
の
四
年
間
私
の
政
治
活
動

一

の
最
後
の
お
務
め
と
思
い
精
魂
を
傾
け

号
て
市
政
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

η
4
 
日

航

任
当
初
は
、

小
山
前
市
長
の
つ
く

第
ら
れ
た
五
か
年
計
画
の
残
さ
れ
た
部
分

，

の
主
な
る
も
の
の
実
施
に
努
力
し
な
が

752号、
つ

婁
賞
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
資

な
ど
を
-
計
上
し
ま
し
た
。

〈
商
工
費
〉

z

i
Le-i
l
i
-
-‘
 

九
月
定
例
市
議
会
で

‘

所

信

を

の

べ
る
石
井
市
長

ら
、
長
期
基
本
構
想
を
作
り
、
そ
れ
に

伴
う
実
施
計
画
の
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
就
任
直
後
に
お
き
ま

し
た
い
わ
ゆ
る
、
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
に

よ
る
経
済
的
混
乱
は
地
方
自
治
体
に
も

大
き
く
お
よ
び
、
戦
後
最
大
と
い
わ
れ

た
こ
の
地
方
財
政
危
機
の
中
で
市
政
の

迩
営
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
し
た
が

議
員
各
位
を
始
め
、
大
勢
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
よ
う
や

く
そ
の
危

機
を
脱
し
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
そ
の
前
途
に
は
極
め
て
き
び
し
い

も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
私
は
同
志
の
方

々
か
ら
も
う
一
期
市
政
に
つ
く
す
べ
き

だ
と
の
力
強
い
ご
推
挙
を
受
け
、
つ
い

に
再
ぴ
立
候
補
す
'
る
こ
と
に
決
意
い
た
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し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
文
媛
を
い
た
だ
き
、
こ
の

席
を
得
ら
れ
ま
す
な
ら
ば
今
ま
で
手
が

け
て
ま
い
り
ま
し
た
幾
多
の
事
業
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
大
上
田

市
発
展

の
た
め
に
全
力
を
さ
さ

げ
る
覚

悟
で
ご
さ
い
ま
す
。

こ
こ
に
任
期
中
お
世
話
に
な
リ
ま
し

た
議
員
各
位
に
心
か
ら
感
謝
市
申
し
あ
げ

あ
わ
せ
て
再
出
馬
の
立
志
を
表
明
し
た

次
第
で
ご
さ
い
ま
す
。

き
て
、
今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
議

今
ま
で
、
農
政
の
振
興
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
都
度
関
係
農
業
団
体
に
集

っ

て
い
た
だ
き
審
議
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
た
に
農
家
の
意
向
に
基
づ

い
て
農
用

地
の
貸
し
借
り

の
設
定
、
土
地
の
効
率

的
利
用
、
担
い
手
農
家

の
育
成
会
ど
市

農
政
の
振
興
に
つ
い
て
、
調
査
協
議
を

行
う
「
農
政
推
進
協
議
会
」
を
設
置
す

る
た
め
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
。

工
場
、
事
業
所
な
ど
か
ら
下
水
道
に

排
出
さ
れ
る
悪
質
下
水
の
規
制
を
強
化

す
る
た
め
、
特
定
事
業
所
か
ら
の
下
水

排
除
基
準
を
定
め
、
基
準
を
こ
、
え
た
悪

質
下
水
は
、
企
業
責
任
に
お
い
て
除
害

施
設
な
ど
を
設
け
、
基
準
値
に
適
合
さ

せ
な
け
れ
ば
排
出
で
き
な
い
よ
う
、
法

令
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
。
上
田
市

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
。

近
年
地
震
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
市
と
し
て
も
災

一
中
、
四
中
の
便
所
改
修
工
事
費
六

百
九
十
万
円
、
川
西
中
体
育
館
天
井
改

修
工
事
費
、
清
明
小
、
二
中
、
四
中
な

き
に

対
し
て
万
全
を
期
す
必
要
か
ら
、

今
ま
で
の
委
員
構
成
に
検
討
を
加
、
え
て

新
た
に
学
識
経
験
者
を
加
、
え
る
と
と
も

に
定
数
の
増
員
を
図
る
。
上
田
市
防
災

会
議
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
件
を
提

案
し
ま
し
た
。

ロ
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額
五
億
九
千
七
万
六
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
総
予
算
額

は
、
百
七
億
七
千
三
百
十
八
万
六
千
円

と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
し
て
一
一
九

.
三
%
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
償
、
二
億
三
千
八
百
四
十
万
円
。

市
税
、

一
億
七
千
七
百
八
十
九
万
四
千

円
。
地
方
交
付
税
、
一
億
円
な
ど
収
入

可
能
な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

自
治
会
防
犯
灯
電
気
料
補
助
金
七
百

三
十
七
万
二
千
問
、
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
補
助
金
、
青
色
申
告
会
縞

新
設
す
る
同
和
集
会
所
建
設
費
二
千
二

百
四
十
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

1 

案
は
条
例
案
十
件
、
決
算
、
予
算
楽
九

件
、
事
件
決
議
案
六
件
、
報
管
二
件
の

合
計
二
十
七
件
で
あ
り
ま
す
の
で

、
よ

ろ
し
く
ご
審
議
の
う
、
ぇ
適
切
な
る
ご
議

決
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

助
金
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈民
生
費
〉

北
山
川
山
門
岡
、
塩
凶
中
央
保
有
国

の
給

食
造
改
造
工
事
品
目
八
百
万
円
、
保
育
園

通
園
ハ
ス
補
助
金
、
無
認
可
保
育
所
の

あ
ゆ
み
保
育
所
改
修
工
事
補
助
金
、
肢

体
不
自
由
児
の
通
園
の
利
便
を
図
る
通

園
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
費
、
老
人
の

た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
と
し
て

の
寝
た
き
り
老
人
の
ふ
と
ん
乾
燥
事
業

雑
誌
の
配
布
、
老
人
入
浴
輸
送
事
業
に

対
す
る
補
助
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
三
千
二

百
三
十
七
万
八
千
円
、
大
星
斎
場
組
合

負
担
金
、
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組

合
負
担
金
、
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い

焼
却
場
組
合
負
担
金
、
当
番
医
制
普
及

定
着
化
対
策
補
助
金
、
上
室
賀
地
区

へ

の
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
解
消
補
助
金
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

同
和
地
区

の
農
業
振
興
費
四
千
三
百

四
十
九
万
六
千
円
、
特
別
農
山
村
総
合

対
策
事
業
補
助
金
、
内
水
面
総
合
付
策

事
業
補
助
金
、
新
し
い
村
づ
く
り
人
ウ

〈
り
の
た
め
の
地
峻
農
政
特
別
付
軍
事

実
主
運
営
努
力
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
に
よ
り
、
事
業
収
入
日
億
五
千
行

七
万
八
千
百
十
二
円
、
事
業
支
出
戸
市
似
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て
市
政
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

就
任
当
初
は
、
小
山
前
市
長
の
つ
く

ら
れ
た
五
か
年
計
画
の
残
さ
れ
た
部
分

の
主
な
る
も
の
の
実
施
に
努
力
し
な
が

笹
本

-H.
働
我
山
明
l

滝
仮
面
川

h
K
L
P
。
，
色
川
町
穴

zd倫
四
佃
山
咽
H

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
商
工
費
v

地
元
卒
業
協
同
組
合

の
資
金
借
入
め

円
滑
化
を
図
る
た
め
の
中
小
企
業
融
資

予
託
金
二
千
万
円
、
同
和
対
策
融
資
予

託
金
八
百
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
私
は
同
志
の
方

々
か
ら
も
う
一
期
市
政
に
つ
く
す
べ
き

だ
と
の
力
強
い
ご
推
挙
を
受
け
、
つ
い

に
再
び
立
候
補
す
る
こ
と
に
決
意
い
た

八

+
4
+
4
E
M門
V

道
路
の
新
設
改
良
工
事
費
一
億
円
、

道
路
維
持
工
事
資
一
千
五
百
万
円
、
河

川
改
修
工
事
費
一
千
五
百
万
円
、
自
然

運
動
公
園
の
管
理
棟
建
設
費
七
千
万
円

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費〉

明
る
く
き
れ
い
な

市
長
選
挙
を

十
月
二
十
三
日
側
、
上
田
市
長
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
最
も
身
近
な
選
挙
で
あ
り
、
今
後

どさ
四
年
間
の
市
政
を
託
す
重
要
な
選
挙
で

す。
立
候
補
予
定
者
、
立
候
補
者
お
よ
び

選
挙
運
動
な
ど
に
関
係
す
る
人
は
も
と

候補者をよく診察しよう

令
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
。
上
田
市

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
。

近
年
地
震
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
市
と
し
て
も
災

一
市
甲
、

m凶
市

T
の
隔
医
『
時
間
持
は
仲
修

γム
布
苧
鵡
買
ム
ハ

百
九
十
万
円
、
川
西
中
体
育
館
天
井
改

修
工
事
費
、
清
明
小
、
二
中
、
四
中
る

ど
の
消
防
用
施
設
工
事
費
八
百
四
十
五

万
円
。
小
学
校
給
食
室
天
井
改
修
工
事

費
二
百
二
十
万
円
、
上
回
域
の
や
ぐ
ら

博
物
館
消
防
用
工
事
費
、
緑
が
丘
西
へ

よ
り
、
有
権
者
は
こ
の
選
挙
の
意
義
と

重
要
性
を
深
〈
認
識
し
、
次
の
こ
と
を

厳
守
し
て
、
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
の

実
現
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

ー
、
候
補
者
の
人
物
を
よ
く
知
り
、
政

見
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
、
え
て
自
分
の

自
由
な
判
断
に
よ
り
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
告
示
前
の
選
挙
運
動
は
、
い

っ
さ

い
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
運
動
は

も
ち
ろ
ん
ま
ぎ
ら
わ
し
い
各
極
め
会

合
や
行
事
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
不
、
ビ
ラ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
頒
布
な
ど
は
行
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
有
権
者
の
自
由
な
意
志
に
反
す
る

推
せ
ん
会
な
ど
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ふま

l
)
よ
、
っ
。

4
、
金
権
選
挙
の
そ
し
り
を
受
け
る
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ポ
ス
タ
ー
の

印
刷
な
ど
選
挙
資
用
を
節
減
す
る
よ
う

っ
と
め
ま
し
ょ
う
。

5
、
買
収
、
饗

(
き
ょ
う
)
応
、
戸
別

訪
問
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
ま
ぎ
ら
わ

し
い
行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト晶
、っ，。

6
、
根
拠
め
な
い
無
責
任
な
言
動
や
文

書
に
よ
っ
て
公
正
な
選
挙
を
妨
害
し
な

出
の

な

も

の

〈
総
務
費
〉

自
治
会
防
犯
灯
電
気
料
補
助
金
七
百

三
十
七
万
二
千
円
、
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
補
助
金
、
青
色
申
告
会
補

新
設
す
る
同
和
集
会
所
建
設
費
二
千
二

百
四
十
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

日
年
度

産
院
事
業
会
計
黒
字

五
十
一
年
度
産
院
事
業
会
計
は
、
着

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

7
、
選
挙
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
期
間

前
も
、
政
治
活
動
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
悪
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
戸
別
訪
問

し
た
り
、
虚
偽
事
項
な
ど
を
記
載
す
る

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、「ノ。8
、
文
書
図
画

(
ポ
ス
タ
ー
な
ど

)
の

掲
示
は
、
道
路
、
工
作
物
、
街
路
樹
、

電
柱
な
ど
の
管
理
者
お
よ
び
居
住
者
な

ど
の
許
可
を
得
て
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
と
く
に
交
通
の
障
害
に
な
る
よ

う
な
街
角
な
ど
に
掲
示
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
投
票
所
前
の
道

路
、
敷
地
、
建
物
な
ど
に
は
、
ポ
ス
タ

ー
な
ど
を
掲
示
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

トゐ二「，，。

9
、
血
口
一
不
前
に
掲
示
さ
れ
た
、
政
治
活

動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
告
示
の
前
日
ま
で

に
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
投
票

日
の
直
後
に
掲
示
責
任
者
は
完
全
に
撤

去
し
ま
し
ょ
う
。

同
和
地
区
の
農
業
振
興
費
四
下
一一一行

四
十
九
万
六
千
円
、
特
別
農
山
村
総
A
n

対
策
事
業
補
助
金
、
内
水
面
絵
A
n
対
策

事
業
補
助
金
、
新
し
い
村
づ
く
り
人
っ

く
り
の
た
め
の
地
域
農
政
特
別
対
従
事

実
な
運
営
努
力
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
刀

理
解
に
よ
り
、
事
業
収
入
-
億
五
千
行

七
万
八
千
百
十
二
円
.
が
業
支
出
一
倍

四
千
五
十
九
万
五
千
八
百
六
卜
一
円
と

な
り
差
引
き
一
千
四
十
八
万
二
下
二

百
五
十
一
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た。iHi 
三Iて投 iHI 

ヌIてき清つよし
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新
幹
線
上
田
駅

現
駅
併
設
を
決
議

1
1第
2
回
北
陸
新
幹
線

上
田
駅
誘
致
期
成
同
盟
会
大
会

1
1

九
月
九
臼
、
上
回
勤
労
者
悩
祉
セ

ン

タ
ー
に
、
上
田
市
を
は
じ
め
、
北
陸
新

幹
線
上
回
駅
誘
致
期
成
同
盟
会
(
会
長

石
井
上
田
市
長
)
加
入
の
泣
隣
町
村
、

上
回
商
工
会
議
所
、
上
田
市
自
治
会
連

合
会
な
ど
、
団
体
関
係
者
約
二
百
人
が

参
加
し

て
「
第
二
回
北
陸
新
幹
線
上
回

駅
誘
致
期
成
同
盟
会
大
会
」
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
期
成
同
盟
会
に
加
入

す
る
百
四
十
三
団
体

(
最
近
加
入
し
た

東
築
摩
郡
坂
井
村
、
本
城
村
、
四
賀
村

を
含
む
)
の
怠
志
の
結
束
を
図
リ
、
さ

ら
に
住
民

p
・
R
を
か
ね
て
新
幹
線
上

新幹線上田駅現駅併設を決議した第2回

同盟会大会(手前は議長団)

国 3務窓

に
着
工
し
よ
う
と
い
う
空
気
が
あ
り

出
駅
誘
致
泌
動
を
憶
力
に
推
進
す
る
た

め
に
聞
か
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の

駅
誘
欽
通
勤
の
続
尚
一
と
今
後
の
巡
動
の

十刀
法
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、
最
後
に
全
員

一
致
で
「
北
陸
新
幹

い
と
与
、
え
て
い
ま
す

北陸新幹線上田J駅誘致に関する決議

北|詮新幹線上田駅誘致期成同盟会では、関係各機関に対して精力的な陳情を続

け、新幹線上田駅実現の運動を展開しているところである。

国鉄現上田駅を中心とした幹線道路網は広く周辺町村・数多い温泉・観光地へ

と務備され、駅前広場からのパス発着回数は日に 600余におよんでいる 。

綿
上
田
駅
(
税
駅
併
設
)
実
現
」
の
決

議
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、

北
陸
新
幹
線
に
つ
い

て
、
講
演
会

(
講
師
、
日
本
鉄
道
建
設

公
団
本
社
新
幹
線
第
四
課
長
、
中
浩

さらに現上田駅は私鉄上国交通別所線の分岐点としても郷土の住民から親しま

h、利用されてお り、地域の交通体系上最も重要な拠点である。

これらの現状から新幹線上田駅の設置を与えるとき、利用客の利便、周辺地域と

の交通体系および都市機能の笠備のうえからも現上田駅に新幹線駅が併設される

ことが最 も望ましい姿であリ、新幹線開通の暁には国道および地方主要道を経由

して、諏訪 ・岡谷をはじめ松本 ・東築摩郡各町村・群馬県北部からの新幹線利用

わtL客を含め上田駅利用人口は激増し、産業・経済・文化の交流とあいま って、

一
さ
ん
。
同
東
京
支
社
新
幹
線
部
長

高
橋
省
二
さ
ん

)
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

講
演
を
最
後
ま
で
聴
き
い
る
参
加
者
の

姿
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
の
高

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

われの郷土は飛躍的に発展するものと確信するものである。

以上、 地域発展のため新幹線上田駅は、是非とも現上田駅に併設されること を

本日ここに上田市と近隣町村代表者のほか各種団体の総意のもとに北陸

新幹線上田駅(現駅併設)実現を期して最大の努力をすることを決意するもので

昭和52年 9月9日

第2回北陸新幹車泉上田駅誘致期成向盟会大会

以上決議する。

熱望し、

ある。

"-
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北
陸
新
幹
線
に
関
係
す
る
市
町
村

は
、
七
十
数
市
町
村
あ
リ
ま
す
が
、

新
幹
線
対
策
に
一
番
熱
心
な
の
は
上

田
市
で
、
建
設
促
進
に
日
頃
か
ら
ご

支
援
や
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。北

陸
新
幹
線
は
、

昭
和
四
十
八
年

十
一
月
十
三
日
に
墜
備
計
画
線
と
し

て
決
定
さ
れ
て
以
来
、
財
政
の
見
と

お
し
が
つ
か
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
、

の
び
の
び
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
政

府
や
関
係
行
政
庁
で
は
、
現
在
工
事

中
の
東
北
、
上
越
の
二
線
が
五
十
五

年
に
完
成
、
開
通
の
見
と
お
し
な
の

で
、
あ
る
程
度
東
北
、
よ
越
の
工
事

の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
務
備
五
線

~ 

一二北陸新幹線

講演会要旨---

建設促進は沿線

住民の熱意、で、

議
演
の
中
か
ら
、
そ
の
要
旨
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
徹
底
的
に

つ一(5)一一一一昭和52年10月1日 広報

に
ポ
工
し
よ
う
と
い
う
空
気
が
あ

り

ま
す
。

ま
た
、
東
海
道
新
幹
線

で
は
公
害

が
問
題
に
な

っ
た
の
で
、
総
理
大
臣

運
輸
大
臣
も
、
こ
れ
か
ら
の
新
幹
線

は
自
然
環
境
、
社
会
環
境
、
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
一
番
関
係
の
深
い

蝿
音
、
振
動
と
い

っ
た
生
活
環
境
な

ど
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
徹
底
的

に
や
れ
と
い
う
こ
と
を
言

「
て
い
ま

す
。調

査
に
関
連
し
て
実
際
に
新
幹
線

が
通

っ
た
場
合
を
予
測
し
、
対
策
を

講
じ
調
査
結
果
を
ま
と
め
る

こ
と
が

第
一
段
階
で
、
そ
れ
か
ら
調
査
結
果

を
一

般
に
公
表
し
、
関
係
者
の
意
見

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
聞
い
て
、
で
き
る
だ

け
の
要
望
意
見
を
と
り
入
れ
、
は
じ

め
て
工
事
の
実
施
計
画
に
か
か
り
'ま

す
。五

十
三
年
度
後
半
に
認
可
申
請

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

四
十

八
年
以
来、

相
当
の
経
費
を
費
し
て

調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
度
中
に
環
境
調
査
を
含
め
て
調

査
結
果
を
ま
と
め
た
い
考
え
で
す
。

こ
れ
を
関
係
者
に
公
表
し
て
お
お

か
た
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
北
陸

新
幹
線
建
設
の
意
見
を
ま
と
め
、
で

き
れ
ば
五
十
三
年
度
後
半
に
は
、
工

事
実
施
計
画
の
認
可
申
請
を
行
い
た

い
と
与
え
て
い
ま
す

北
陸
新
幹
線
早
期
建
設

促
進
は
関
係
住
民
の
熱
意
で

認
可
申
請
の
結
果
、
す
く
に
着
工

が
許
可
さ
れ
て
も
、
ル

ー
ト
の
中
心

杭
を
打

っ
た
り
地
権
者
と
話
し
合
い

も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

す
べ
て
の

問
題
が
か
た

つ
か
な
い
と

工
事
の
発
注
は
で
き
ま
せ
ん
。
実
際

の
工
事
着
工
ま
で
は
相
当
の
期
聞
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

整
備
五
線

(
北
陸
、
東
北
、
北
海

道
、
長
崎
、
九
州

の
各
新
幹
線
)
の

中
で
の
着
工
順
位
を
考
え
る
と
、

北

陸
新
幹
線
が
一
番
採
算
が
と
れ
、

地

域
開
発
の
点
で
も
最
も
メ

リ

ッ
ト
が

あ
る
線
で
す
が
、

札
幌

で
は
、
ま
た

冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
地
の
名
の

り
を
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
が

決
ま
る
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
完

成
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
で
は
原
子
力
船
と
の
か

け
引
き
も
あ
り、

ど
の
線
か
ら
着
工

に
な
る
か
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
問

題
で
す
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
乗
り
こ
え
て

北
陸
新
幹
線
の
早
期
建
設
を
図
る
た

め
に
は
、
関
係
地
域
皆
さ
ん
の
熱
意

に
よ
り
、
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て

い
く
以
外
に
道
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

f.L 

客

わ

グ〉

し

水道局

本庁西の別棟へ移転

く9月27日から業務開始〉

九
月
二
十
七
日
、
水
道
局
が
、
本
庁

二
階
か
ら
、
本
庁
西
側
の
別
棟
二
階

へ

移
転
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
が

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
・
廃
止
・
名

儀
変
更
の
届
出
な
ど
の
際
は
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
役
所
配
置
図

東
玄
関

正
面
玄
関

本
庁

中

庭職
員
出
入
口

新

あ

別棟2階平面図

ロ

道(土

カ
ウ

ン
タ
ー

カ

職 三組 合 印刷l案
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お知らせ

I I 
体
育
の
目
前
夜
祭

;敬老の目、市内にお住まいの95歳以上

:のお年寄り 12名に、市から記念品をお

:送り しました。写真は、両角留雄さん

(95歳)に記念品を送る石井市長(右)

え

「
ス
ポ
ー
ツ
上
田
市
民
の
集
い
」
聞
く

7 報

毎
年
行
っ
て
い
る
市
民
総
合
体
育
大

広

会
を
市
民
総
参
加
の
も
と
に
更
に
雌
リ

一

あ
げ
る
と
と
も
に
、
来
年
に
迫
っ
た
第

一

泊

四

国
民
体
育
大
会
の
成
功
を
願
い
「
や

締
ま
び
こ
国
体
を
成
功
さ
せ
よ

7
」

喜

朗
闘
い
言
葉
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

抑
制
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
、
第
一
団
体
育
の

傑
目
前
夜
祭
「
ス
ポ
ー
ツ
上
回
市
民
の
集

一

い

」
を
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、
皆

一

さ

ん
お
誘
い
合
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一

と

き

H
H
十
月
八
日
出
午
後
六
時
か
ら

一

と

こ

ろ

1
上
田
市
民
会
館

号

内

容

l
体
育
功
労
者
表
彰
、
剣
道
ス

η
L
 
日

ポ

l
ツ
少
年
団
・
バ
ド

ミ
ン

ト

ン・

第

少

林

寺

挙

法

・

居

合

道

の
実
技
発
表

d

杉
山
進
さ
ん

(
プ

ロ
ス
キ
ヤ
|
)
の

752号~

m月
8
日
出
市
民
会
館

「
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー

ツ
を
」
の
講

演
な
ど
。

t
d・甘
一

民

清

治

体

育

大

一J2
2
山
総

沿
い
似
酬
と
観
戦
ぺ
ど
糸
川
/

第
初
回
上
田
市
総
合
体
育
大
会
が
十

月
八
日
出
の
野
球
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

〈
種
目
・
会
場
・
実
施
日
〉

軟
式
野
球

l
市
営
・
県
営
野
球
場
、

十
月
八
日
出
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

1
市
民
休
育
館

十
月
八
日
出
か
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

l
千
曲
川
市
民
運
動

2 
と
養
育
者
グ〉

前
年
グ〉

所
得
が

疋三
、 古賀

公
同
上
堀
グ
ラ
ン
ド
、
十
月
十
日
山
か

・旬。
ハ
レ

l
ポ
l
ル

1
市
民
体
育
館
、
十

月
十
日
川

軟
式
庭
球

1
市
営
東
庭
球
場
、
十
月

十
日
間
庭
球

l
市
営
西
庭
球
場
、
十
月
十
日

弓
道

l
市
営
弓
道
場
、
十
月
十
日
間

柔
道

1
山
営
体
育
館
、
十
月
十
日
間

剣
道

l
市
民
体
育
館
、
十
月
十
白
川

銃
剣
道

1
市
民
体
育
館
、
十
月
十
六

口
M

川
Hバ

ド
ミ
ン
ト
ン
M
M
市
民
体
育
館
、
十

月
十
六
日
制

相
撲

l
市
営
相
撲
場
、
十
月
十
日
間

サ
イ
ク
リ
ン
グ

1
体
育
館
前
出
発
、

十
月
十
日
開
。

壮
年
体
力
テ
ス
卜

l
上
田
市
立
第
二

中
学
校
体
育
館
、
十
月
十
日
間
午
前
十

時
か
ら
十
一
時
ま
で
。

川

、

E

，
軽
伝
治

で
い'い・

9

e

・e・-以

-w

一開
。お…篠山

間
0
.

・Jm
m
a
拠
出・

道
路
、
恩
給
、
年
金
、
公
得
、
住
宅

農
地
な
ど
、
役
所
に
対
す
る
ご
意
見
や

こ
要
望
を
お
聞
き
す
る
「
行
政
相
談
」

を
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
生
活

相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
と
主
、
.
と

-τAソ〉

十
月
十
七
日
間

1
塩
田
公
民
館

(
解

放
会
館
)
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

三 支
人 給
以額
上〉
グ〉

児

童
グ〉

っ
ち

出
生
JI頂

川
西
社
会
州
側
セ

ン
タ
ー
午
後
一
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

十
月
十
八
日
附

l
上
野
が
丘
公
民
館

午
前
九
時
か
ら
十
二
時
。

ユ
ニ

l
上
田
山
午
後
一
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
。

'.'_" 明ー
優寝 g:
-康jだ;長男

ね
た
き
り
病
人
に
る
ら
な
い
た
め
の

健
康
管
喫
、
病
人
と
な
っ
た
と
き
の
対

策
な
ど
の
研
修
会
を
次
に
よ
り
聞
き
ま

す
の
で
、
寝
た
き
り
老
人
の
お
ら
れ
る

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
一
般
市
民
の
皆
さ

ん
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

1
十
月
六
日

ω午
後
一
時
か
ら

と
こ
ろ

1
上
田
市
民
会
館

内

容

1
リ
ハ
ビ
リ
映
画
、
ね
た
き
り

の
現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
対
談

講

演

1
「
ね
た
き
り
を
な
く
す
た
め

に
」
石
神
重
信
さ
ん
(
鹿
教
湯
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
長

リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
厚

生
連
鹿
教
湯
病
院
リ
ハ
ビ
リ
部
長
)

。県
民
手
帳
の
一予
約
は
υ

却

制

e
.
e
.
-

如
月
}
問
。日
閣
法
。漁
民
。滋

続
。
企
画
課
0

・務

毎
年
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ご
愛
用

い
た
だ
い
て
い
る
「
県
民
手
帳
五
十
三

年
度
版
」
の
予
約
を
十
月
十
五
日
出
ま

で
受
付
て
い
ま
す
の
で
、
早
自
に
お
申

糾
祉
事
務
所
社
会
諜
社
会

係

(
宮
@

則

一
O
C
内
線
三
じ
八
打
線
②

O
八

C

込
み
く
だ
さ
い
。

〈
価
格

・
申
込
先
き
〉

一
冊
二
行
八
十
円
、
山
役
所
h
H

州
財

政
部
企
耐
諜
統
計
係

(
宮
@
川

一

υυ

内
線
二
丘
四
有
線
②

O
八
三
二
)

…
叩
月
お
日
間

…

一

別
所
温
泉

一

…

相
染
閣
は
休
み
ま
す

一

一
別
所
温
泉
の
相
染
聞
は
、
十
月
二
一

一
十
三
日
の
日
躍
目
、

山
一以
…
害
学

の
投
・一

一
票
所
お
よ
び
結
婚
式
場
と
な
る
た
め
…

一
休
館
い
た
し
ま
す
。

一

! 鮮魚介類の産直 ! 
! 10月15日(土)から再開 1 

1 市は、 10月から来年 4月まで鮮魚介類の産地直送事業 i
jを再開します。

! 第 1回は、問 15日出で、新鮮な魚を市価よりも安 〈販!
!売しますので、皆さんご利用ください。品目は「一塩さんま」 i

で
、
希
望
者
は
必
ず
来
館
し
て
平
日
に

申
込
ん
で
く
た
さ
、



-第

少
林
寺
挙
法
・
肘
ム
円
道
の
実
技
発
表

杉
山
進
さ
ん
(
プ
ロ
ス
キ
ヤ

l
)
の

だ一一(貯樹齢 第 752号ー

d
ノノ
J
バ〆づ
J
d

，
出
叩
h句

7i〆
/

児
童
手
当
の
uγ
ん
搬
出
J

滋
J

ハイヒ:
請
/求
は
漂
沼
に
'

0

・

児
取
手
当
は
、
請
求
す
る
こ
と
に
よ

リ
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当

す
る
人
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
〉

l
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

長点
け
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以

上
が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
)
の
児
童
で
ム
る
こ

えつー(7)一一一一昭和52年10月1日 広報

老人のための

明るいまちだより

十
月
八
日
出
か
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
千
曲
川
市
民
運
動

-r
、

2
、
貧
打
者
の
前
年
の
所
得
が
一
山
疋
額

(例一
Y

ば
扶
長
親
族
五
人
の
場
合
、

三
行
五
十
二
万
六
千
円
)
に
満
た
な

い
こ
と
。

〈
手
続
方
法〉

該
当
者
は
、
市
役
所
一
階
福
祉
事
務

所
社
会
課
(
窓
口
十
番
)
か
、
各
支
所

へ
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
頂
金
通
帳
を

持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

。
た

だ
し
、
公
務
員
、
公
共
企
業
体
の

職
員

は
、
勤
務
先
き
へ
届
け
出
し
て
く
だ
さ

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

暑
い
夏
も
過
ぎ
、
実
り
の
秋
と
な
り
ま

し
た
。
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら、

寒
き
に
耐
え
る
身
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ

、司
J

。市
自
治
会
連
合
会
長

橋

詰

一

男

(
推
進
協
議
会
委
員
)

放
会
館
)
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

て
〆"-Jι 
イ寸
て

ま
す
めを
で十
月
早十
目玉
lこ日
お出
申ま

〈
支
給
額
〉

三
人
以
仁
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
え
て
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終

7
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
。

〈
支
給
方
法
〉

六
月
、
十
月
、
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
四

か
月
分
つ
つ
ま
と
め
て
受
給
者
の
普
通

預
金
口
座
(
郵
便
貯
金
を
除
く
)
に
振

り
込
み
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
届
出
〉

住
所
を
変
更
し
た
時
家
族
内
に
異

動
が
あ

っ
た
時
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

〈
お
問
合
せ

〉

マ
老
後
の
健
康
管
卵
中
央
研
修
会

十
月
六
日
附
午
後
一
時
か
ら
市
民
会
館
で

マ
各
地
区
の
保
健
婦
さ
ん
の
健
康
相
談
日
に
は

進
ん
で
相
談
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
c

〈各
地
の
行
事
〉

マ
上
田
市
公
民
館

1
老
人
大
学
「
郷
土
の
歴
史
」

「
老
後
の
人
生
問
題
」
に
つ
い
て

マ
塩
田
公
民
館

l
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
(
塩

田
解
技
会
館
)
四
日

ω、
七
日
制

弄
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(
塩
田
中
学
校
)
十
一
日

ω

老
人
大
学

l
老
後
を
身
、え
る

(三
日
間
)

各
ク
ラ
ブ
研
修
会

マ
川
西
公
民
館

l
手
芸
講
習
会
、
健
康
体
操
、

郷
土
の
歴
史
な
ら
び
に
越
戸
史
の
研
修
。

制
祉
事
務
所
社
会
諜
社
会
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
三
七
八
打
線
②

O
八

O

一

)

日
月
は
児
童
手
当
支
給
月

十
月
十
五
日
に
、
十
月
期
の
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
四
、
五
日
し
て

か
ら

口
座
を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い

。

キ
ノ
コ
の
ン
|
ズ
ン
と
な
り
、
松
た

け
を
初
め
伺
々
の
・
キ
ノ
コ
が
食
卓
を
に

ぎ
わ
し
ま
す
が
、
、
キ
ノ

コ
に
よ
る
食
中

毒
も
毎
年
多
く
発
生
し
ま
す
。

九
月
二
十
日
か
ら
十
月
十
九
日
ま
で

川
県
下
い

っ
せ
い
の

「
キ
ノ

コ
中
毒
予
防

月
間
」
か
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
次

の
こ
と
を
守
リ
、
キ
ノ
コ
中
毒
に
か
か

ら
な
い
よ
う
注
立
し
、
お
い
し
い
秋

の

味
覚
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ー
、
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
や
疑
わ
し
い
キ

ノ
コ
は
絶
対
に
食
べ
な
い
。

2
、
図
鑑
な
ど
で
毒
キ
ノ
コ
の
特
徴
を

-N
く
覚
え
て
か
ら
、
キ
ノ
コ
取
り
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

日茶
道
・
社
交
ダ
一
ン
JEAs--木
彫
鉱

山

J

。

同
〔
又

υ

講

雀

募

集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
十
月
の

第
二
週
か
ら
、
次
に
よ
り
茶
道
、
社
交

タ
ン
ス
、
木
彫
の
講
座
を
行
い
ま
す
の

jを詞

i売し

千七

等

で
、
希
望
者
は
必
ず
来
館
し
て
早
目
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
受
講
資
格
〉

市

内

に

住

ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
二
十
五

歳
ま
で
の
人
。

〈
講
座
・

人
員
〉

初
歩
の
茶
道
講
座

1
男
女
各
十
名
、

月
二
因
。

社
交
ダ
ン
ス
講
座

l
男
女
各
十
五
名

週
一
因
。

木
彫
講
座

1
男
女
各
五
名
、
月
二
固

い
ず
れ
の
講
座
も
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
切
り
ま
す
。

〈
受
講
料
〉

各
講
座
と
も
一
千
円
。

青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
こ
の
他
に
テ

ニ
ス

(軟
・
硬
式
)
、
卓
球
、
吹
奏
楽

合
唱
、
ボ
ラ
ン
テ
ァ
、
マ
ン
ド
リ
ン
な

ど
の
各
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
多
く
の
若

者
が
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
サ
ー
ク
ル
も
初
心
者
を
歓

迎
し
、
親
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
二
十
五
歳
ま
で
で
参
加
を
希
望

す
る
皆
さ
ん
は
、
青
少
年
ホ

l
ム
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
|
ム

(
宮
@

七
一
一
七

)

勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
は
、

二
十
五



歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、
着
物
着
付

教

室

の

生

徒

を

次

に

よ

り

募

集

し

ま

す

組

介、

国
民
年
金
な
ど
に
そ
れ
ぞ

の

で

、

希

望

者

は

必

ず

来

館

し

て

申

込

加

入

し

た

人

は

、

一

つ

の

制

度

た

ん
で
く
だ
さ
い

。

で

は

年

金

受

給

資

僚

の

年

数

を

尚

〈

期

間

〉

せ

な

い

場

合

が

あ

り

ま

す。

十

一

月

か

ら

十

二

月

ま

で

の

二

か

月

そ

こ

て

、

他

の
年
金
の
期
聞
を
し

問

。

一

日

か

ら

三

十

一

日

ま

で

の

一

ず

つ
な
ぎ
に
し
て
、
一
定
の
年
数

〈コ

l
ス〉

「
全
国

電

波

障

害

運

動

」

が

行

な

れ

ば

受
給
資
格
が
と
れ
る
よ
う

毎
週
水
曜
コ

l
ス
と
木
曜
コ

l
ス

、

す

。

し

ま

し

た

。

い

ず

れ

も

午

後

六

時

か

ら

。

広

報

「

う

、

え

だ

」

八

月

十

六

日

発

行

一
環

と

し

て

次

に

よ

り

、

電

波

以

上

の
こ
と
か
ら
、
会
社
な
ど
を

〈

定

員

〉

第

七

四

九

号

で

お

知

ら

せ

し

た

、

上

水

談

所

を

聞

き

ま

す

の

で

、

電

波

め

た

と

き

は

、

す

ぐ
に
国
民
年
令

各
コ
ー
ス
と
も
十
二
名
。

道

配

管

技

能

資

格

試

験

の

会

場

「

市

役

お

困

り

の

人

は

、

お

気

軽

に

ご

昭

和

三

十

六

年

四

月

一
目
、
国
民

の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

〈

受

講

料

〉

所

六

階

大

会

議

室

L

は

、

都

合

に

よ

り

だ

さ

い

。

年
金
制
度
の
発
足
に
よ
り

「
通
算
年

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
一
階
国
保

一

千

円

(

二

か

月

分

)

次

の

場

所

に

変

更

し

ま

す

の

で

、

お

間

H
H
十
月
十
二
日
附
午
前
十
時

i

金
」
と
い

う
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

金
課
年
金
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

〈

締

切

日

〉

違

い

の

な

い

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

四

時

通

算

年

金

制

度

と

は

、

異

な

っ
た

(

宮

@

四

一

O
O内
線
二
八
四
街

十
月
二
十
日
同
ま
で
、
た
だ
し
定
員
〈
試
験
会
場
〉

l
は

て

い

や

百

貨

庖

西

口

年

金

制

度

、

例

、

え

ば

厚

生

年

金

、

共

②

O
七
一
一
)

h
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司令
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ど
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ど
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。
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を
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ど
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が
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を
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を
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を
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を
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を
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ロ
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一 (9)一一一昭和52年10月1日 広報うえだ一一ー侵略脇詔) 第 752号、

コートいっぱいに熱戦を展開

全日本実業団軟式庭球大会開 く

9月17日出、 18日(日)の両日、市営庭球コー トに全

固め精鋭、男子 108チーム、女子41チーム、約1400

人の選手ヵ、参加 、「全 日本実業団軟式庭球大会」が行

われ、各コートで熱戦が展開 されました。 その結果

男子は美津波チーム、女子 は東京スタイルチームカ、

優勝 しました。

勤め帰りに楽しめます

庭球コートに夜間照明
公園内の東庭球コート 三面に夜間照明設備かうと . 

成、勤労者の皆さんも庭球が楽しめるよ うにな り ま

: ましたので、皆さん気軽にご利用 くだ さい。 ち
使用申込みは、教育委員会体育課へ (宮@4100

;内線 555 ただし、電気料 は実費をいた だきま

:す)

~ 

火

辺

l

2 

再

塁

塁

にぎわう塩田の松たけ山

塩田名物 「松たけ」の最盛期です。 鴻(こ う)之巣

山、奈良尾、 別所温泉周辺には、松たけ料理の小屋

がたくさんかかり、秋の味覚の王者「松たけ料理」

に舌鼓みを打ったり、松たけ狩 りを楽しむ市民でに

きわ っています。



た

」

に

対

し

、

次

の

よ

う

な

命

令

を

出

と

い

う

優

越

感

に

よ

っ

て

主

く

さ

め

ら

雌

リ

似

て

す

ま

せ

よ

」

た

と

、

え

ば

、

十

八

世

紀

の

後

半

に

人

る

し

て

い

ま

す

。

れ

、

ま

た

そ

の

不

平

不

満

を

、

「

、

え

た

」

な

ど

と

い

う

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

と

農

村

の

様

子

が

変

わ

っ

て

き

ま

し

た

「
武
士
は
も
と
よ
り
、
村
々
の
百
姓
の
人
々
に
向
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
解

消

以

上

の
よ
う
な
例
か
ら

、

ど

の

よ

う

農

民
の
な
か
に
土
地
を
た
く
さ
ん
集
め

に
対
し
、
決
し
て
無
礼
な
こ
と
を
し
て
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
わ
け
で
す
。
に
「
え
た
」
と
い
う
身
分
の
人
々
が
、
た
大
地
主
が
出
る
一
方
、
貧
し
き
に
耐

は
い
け
な
い
。
か
ぶ
リ
も
の
な
ど
か
ぶ
こ
の
よ
う
な
制
度
が
、

何
を
意
味
す
ひ
ど
い
差
別
や
圧
迫
を
受
け
た
も
の
か
、
え
き
れ
ず
土
地
を
手
放
し
て
小
作
人
に

る

こ

と

を

禁

ず

る

」

る

か

を

身

、

え

る

力

も

な

か

っ

た

多

く

の

知

る

こ

と

が

で

き

ま

し

ょ

う

。

な

る

者

も

あ

り

、

中

に

は

郷

里

を

見

捨

と
い
う
お
ふ
れ
を
出
し
て
い
ま
す
。
武
士
や
農
民
た
ち
は
、
命
令
の
ま
ま
ひ
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
限
り
は
、
て
て
他
の
土
地

へ
に
げ
出
す
人
々
も
出

つ
ま
り
、
武
士
に
対
す
る
百
姓
の
立
ど
い

差
別
を
、

「、え
た
」
と
い
う
被
差
別

こ

の
よ
う
な
差
別
や
圧
迫
に
怒
リ
や
反
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

場
と
、
百
性
に
対
す
る
「
え
た
」
の
立

部
孫
の
人
々
に
対
し
て
加
え
て
い
く
よ
発
を
も

つ
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
は

幕
府
が
あ
れ
ほ
ど
固
く
守
ら
せ
土

・

場
を
同
じ
に
し
た
わ
け
で
、
逆
に
言

え

う

に
な
り
ま
す
。

じ

め

は

強
い
権
力
の
下
で
、
忍
耐
し
、
農
・
工
・
商
と
か
、
本
百
姓
・
水
存
百

ば
、
武
士
が
百
姓
に
対
し
て
い
ば
っ
て
た
と
え
ば
、
松
代
藩
で
出
し
た

「え

服
従
を
続
け
て
い
た
部
落
の
人
た
ち
も
姓
と
か
い
う
身
分

の
制
度
が
、
し
だ
い

い
る
と
同
じ
だ
け
百
姓
は
「
え
た
」
に
た
、
非
人
取
締
達
し
」

は

、

し

だ

い

に

自

分

た

ち

が

な

ぜ

差

別

や

圧

に

崩

れ

て

き

た

わ

け

で

す

。

こ

の

よ

う

対
し
て
、
い
や
そ
れ
以
上
に
い
ば
る
こ
「
衣
類
は
、
木
綿
の
目
立
た
な
い
も
迫
さ
れ
る
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
に
し
て
、
農
村
の
身
分
制
度
が
大
き
く

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の

に

限

る

」

た

。

崩
れ
て
く
る
と
、
当
然
い
ま
ま
で
下
づ

当
時
、
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
農
民
の

「
用
事
で
農
家
へ
入
る
と
き
は
、
台
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
徳
川
幕
府
の
み
さ
れ
て
い
た
下
層
農
民
か
ら
、
ま
ず

と
こ
ろ
で
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
同
じ
不
平
不
満
は
、
自
分
た
ち
よ
り
下
に
、
所
の
土
間
に
ご
ざ
を
し
い
て
、
そ
の
上
政
治
も
い
ろ
い
ろ
る
矛
盾
が
出
て
き
て
現
状
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
叫
び
と
運
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